平成２７年1０月１日

神戸市私立学校協会

会 長　熊 見　一 郎　様　
「ろうごの日」推進会議
会　長　　松 井   年 孝
『ろうごの日』にかかる「川柳」及び「作文」の募集について（お願い）
時下、ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。

　日頃は、当推進会議の活動に御理解と御協力を賜り心からお礼申し上げます。

　さて、当推進会議では、６月５日を“ろうごの日”、６月１日から７日までの１週間を『ろうごを考える週間』と定め、超高齢者社会において果たすべきその役割について認識して頂くとともに、若い人たちには高齢者の知識・経験から学び、高齢者とともに社会を支えていくことの大切さを考えていただくため、講演会等さまざまな啓発活動に取り組んでおります。

つきましては、この活動の一環として平成２０年度よりお願い　をしております小学生・中学生の皆さんを対象に「川柳」及び「作文」の募集を、平成２７年度も実施致しますので、何卒、御協力を賜りますようお願い申し上げます。
具体的には、各学校へ直接関係資料を送付させて頂くと同時に、改めて地域の老人福祉施設から、学校を訪問しお願いをさせて頂くことにしています。
何卒ご理解を賜り、各学校へのご配慮を賜りますようお願い申上げます。
記

一　ろうごの日の川柳・作文募集の関係

１　募集内容

　　　別紙チラシの「募集要領」の通り
２　校内掲示用ポスター・チラシの配布

　　　ポスター２枚　チラシ２０枚

二　お問合せ先

  （ろうごの日推進会議事務局・神戸市老人福祉施設連盟事務局）

　　　650-0016　神戸市中央区橘通３丁目４－１　神戸市立総合福祉センター内

一般社団法人 神戸市老人福祉施設連盟　事務局担当：畑野．寺田

　　　　電  話：（078）351－6402  　　 Ｅ-mail：jimukyoku@kobe-roushiren.jp
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『ろうごの日』に寄せる「作文」及び「川柳」の募集について（お願い）

時下、ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。

　日頃は、当推進会議の活動に御理解と御協力を賜り心からお礼申し上げます。

　さて、当推進会議では、６月５日を“ろうごの日”、６月１日から７日までの１週間を『ろうごを考える週間』と定め、超高齢者社会において果たすべきその役割について認識して頂くとともに、若い人たちには高齢者の知識・経験から学び、高齢者とともに社会を支えていくことの大切さを考えていただくため、講演会等さまざまな啓発活動に取り組んでおります。

つきましては、この活動の一環として平成２０年度よりお願いをしております小学生・中学生の皆さんを対象に「川柳」及び「作文」の募集を、平成２７年度も実施致しますので、何卒、御協力を賜りますようお願い申し上げます。願わくば、冬休みの宿題の１テーマとして頂ければ幸いです。なお、改めて地域の老人福祉施設から、学校を訪問しお願いをさせて頂くことにしていますが、取組みのご検討を頂きますようよろしくお願い申上げます。

また、日頃より各学校におかれましては、トライやるウイークやボランティアさらに福祉体験などで老人福祉者施設をご利用頂き、高齢者とのふれあいなどに取り組んで頂いていることに感謝申し上げます。私どもは、生徒さんが、高齢者とのふれあいの場がより多くなることを願い、いつでも対応させて頂きますので気軽に申付け頂きますようお願い致します。

記

一　ろうごの日の川柳・作文募集の関係

１　募集内容

　　　別紙チラシの「募集要領」の通り

２　校内掲示用ポスター・チラシの配布

　　　ポスター２枚　チラシ２０枚

３　応募方法

川柳の応募様式につきましては、できますれば別紙の様式（様式は、私どものホームページにも掲載）でご応募頂きますようお願い致します。対応が困難な場合は、学校で定められました様式でも構いません。

また、回収されました作品は、作文・川柳ともまとめて一括事務局にお送り頂きますようお願い致します。

作品には学年と組と名前（ふりがな）、作文の場合は題名を必ず記入するようご指

導願います。

二　お問合せ先

  （ろうごの日推進会議事務局・神戸市老人福祉施設連盟事務局）

　　　650-0016　神戸市中央区橘通３丁目４－１
神戸市立総合福祉センター内

一般社団法人 神戸市老人福祉施設連盟

　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局担当：畑野．寺田

　　　　電  話：（078）351－6402  　　ＦＡＸ：（078）351－6403  

　　　　ＵＲＬ：http://www.kobe-roushiren.jp/
　　　 Ｅ-mail：jimukyoku@kobe-roushiren.jp

「ろうごの日」について

　現在、わが国の高齢化率（総人口に占める65歳以上の高齢者数の割合）は２５.１％に達しております。そして、今後、総人口が減少する中で、ますます高齢化は進み平成67年（2055年）には高齢化率40.5％に至ると予測されています。これは、世界のどの国も経験したことがない超高齢社会です。

　この高齢社会を明るく、活力に満ちたものとするためには、高齢者が元気で活躍することが何より大切です。高齢者の元気は、医療・介護等にかかる社会保障給付費の増嵩を抑制するとともに、就労やボランティア活動が社会の発展を支える原動力となります。

　こうしたことから一般社団法人神戸市老人福祉施設連盟（神戸市老施連）が、「これからの高齢化社会を乗り切るためには、高齢者が楽しく、元気に、夢と希望を持って生活できるよう自らの生き方を考えるとともに、若い人たちが高齢者の経験と知識を学びながら共に社会を発展させ、支えなければならない」とし、超高齢社会を考える啓発活動を継続するため６月５日を「ろうごの日」と定め平成２０年日本記念日協会に登録され、取組みが開始されました。

翌年からは、神戸市老施連に神戸市老人クラブ連合会、神戸市婦人団体協議会が加わった３団体で「ろうごの日」推進会議を構成し、「ろうごの日のつどい」の開催や作文・川柳募集、さらには街頭での呼びかけなど様々な啓発活動を継続して展開しております。

今後とも、神戸市・兵庫県・神戸市教育委員会をはじめ各種団体の皆様の御支援を賜りながら、さらに活動内容を充実させてまいりたいと考えております。

なお一層の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。

「ろうごの日」推進会議

